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北
関
東
自
動
車
道
（
略
称
：
北
関
東
道
、

愛
称
：
北
関
）
は
、
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
か

ら
栃
木
県
を
経
由
し
群
馬
県
高
崎
市
ま
で
を
結

ぶ
高
速
道
路
で
す
。
平
成
５
年
に
高
崎
J
C
T

〜
伊
勢
崎
間
の
施
行
命
令
が
出
て
以
来
、
約
18

年
に
わ
た
っ
て
工
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
つ
い
に
、
３
月
19
日
の
全
線
開
通
を
迎
え
ま

す
。

　

茨
城
県
と
栃
木
県
の
間
は
平
成
20
年
の
真
岡

〜
桜
川
筑
西
の
開
通
で
す
べ
て
つ
な
が
り
、
す
で

に
２
県
間
の
地
域
間
交
流
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
群
馬
県
内
は
平
成
20
年
に
伊
勢
崎
〜

太
田
桐
生
間
の
開
通
で
ほ
ぼ
工
事
が
終
了
、
関

越
自
動
車
道
と
の
連
結
に
よ
り
、
両
毛
地
区
か

ら
信
越
地
方
へ
向
か
う
地
域
間
交
流
の
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
、
３
月
19
日
の
佐
野
田
沼
〜

太
田
桐
生
間
開
通
に
よ
っ
て
、
３
県
の
経
済
人
が

待
ち
望
ん
で
い
た
北
関
東
を
横
に
貫
く
高
速
道

路
が
完
成
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
が
、
北
関
東
道
開
通
に

合
わ
せ
て
、
熱
心
な
報
道
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
新
聞
は
、
３
県
の
地
元
紙
が
互
い
に
記
事
を
掲

載
し
合
う
な
ど
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
を
生
か

し
た
報
道
や
広
告
企
画
を
行
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
行
政
関
係
者
や
経
済
人
が
、

開
通
を
歓
迎
す
る
内
容
の
発
言
を
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
商
工
会
議
所
も
同
様
で
す
。
今

回
の
特
集
に
も
ご
登
場
い
た
だ
い
た
、
３
県
県
庁

所
在
地
の
商
工
会
議
所
会
頭
も
、そ
れ
ぞ
れ
「
地

域
連
携
」「
産
業
活
性
化
」
へ
の
期
待
を
表
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
北
関
東
道
の
何
が
、
こ
う
し
た
期

待
を
か
き
た
て
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

何
よ
り
大
き
い
の
は
「
移
動
時
間
の
短
縮
」

で
す
。
道
路
建
設
の
主
体
で
あ
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

東
日
本
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.e-nexco.
co.jp/kitakan/

）
に
よ
れ
ば
、

　

と
、
い
ず
れ
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

実
際
、本
誌
ス
タッフ
が
今
回
の
取
材
の
た
め
に

水
戸
商
工
会
議
所
へ
伺
っ
た
際
に
は
、
道
路
状
況

も
良
好
だっ
た
た
め
、
途
中
の
笠
間
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
で
ゆ
っ
く
り
休
憩
し
て
も
、
１
時
間
30
分
程

度
で
到
着
し
ま
し
た
。
お
約
束
の
時
刻
よ
り
20
分

近
く
早
く
到
着
し
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
東
日
本
の
記
載
が
決
し
て
大
げ
さ
で
は
な
い
こ

と
を
、
身
を
も
って
体
験
し
ま
し
た
。

　

同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
前
橋
市
、
宇
都

宮
市
、
水
戸
市
が
、『
北
関
』
で
結
ば
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
一
般
道
利
用
に
比
べ
移
動
時
間
が
大

幅
に
短
縮
さ
れ
、
地
域
連
携
の
強
化
や
地
域
経

済
の
発
展
に
寄
与
し
ま
す
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
栃
木
県
と
茨
城
県
で
は
、
観
光
な
ど
へ

の
良
い
影
響
が
表
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
、
栃
木
県
ナ
ン
バ
ー
の
車

を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
逆
に
茨

城
か
ら
栃
木
へ
出
か
け
る
人
も
増
え
て
い
る
よ
う

で
、
観
光
面
で
の
期
待
は
大
き
い
で
す
ね
」（
水
戸

商
工
会
議
所　

和
田
祐
之
介
会
頭
）
と
の
言
葉
は
、

イ
ベ
ン
ト
関
係
者
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
方
が
う
な
ず

か
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
実
数
の
調
査
は
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
体
感
と
し
て
「
増
え
て
る
な
」
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
実
際
に
は
予
想
以

上
に
多
く
の
交
流
が
あ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　

今
回
の
栃
木
〜
群
馬
開
通
に
よ
り
、
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
だ
っ
た
国
道
50
号
線
の
渋
滞
も
緩
和
さ
れ

れ
ば
、
こ
ち
ら
で
も
交
流
人
口
の
増
加
は
確
実
で

し
ょ
う
。

　
「
現
在
で
も
、
佐
野
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
は
群
馬

県
人
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
開
通
に
よ
っ
て
さ
ら

に
便
利
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
の
分
、
栃
木
や
茨

城
の
人
を
群
馬
に
お
迎
え
す
る
努
力
を
、
一
層

積
み
重
ね
な
く
て
は
」（
前
橋
商
工
会
議
所 

曽

我
孝
之
会
頭
）

　

も
ち
ろ
ん
、
地
域
間
交
流
や
地
域
連
携
は
、

高
速
道
路
が
一
本
通
っ
た
だ
け
で
実
現
で
き
る
よ

う
な
、
簡
単
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
群
馬
県
と
栃
木
県
の
場
合
、
両
毛
地
域
と
い

う
経
済
圏
で
、
交
流
の
長
い
歴
史
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
道
路
の
開
通
で
新
し
い
時
代
へ
の
期
待
が
膨

ら
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

茨
城
県
と
栃
木
県
に
し
て
も
同
様
で
、
小
山

市
や
真
岡
市
と
いっ
た
地
域
に
、
江
戸
時
代
以
前

か
ら
あ
っ
た
、
結
城
市
な
ど
茨
城
県
と
の
商
業

交
流
が
存
在
し
て
き
た
と
い
う
事
実
・
歴
史
が
、

実
は
重
要
な
の
で
あ
り
、
単
に
道
路
が
で
き
た
、

便
利
に
な
っ
た
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
「
道
路
は
あ
く
ま
で
イ
ン
フ
ラ
。
こ
れ
を
ど
う

生
か
す
か
を
考
え
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
再
確
認
・
活
性
化
や
、
地
域
間
の
交
流
の
歴

史
の
発
展
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
知
恵
を
出
し
、

汗
を
か
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
宇
都
宮
商
工
会
議
所  

北
村
光
弘
会
頭
）

　

道
路
開
通
は
、
あ
く
ま
で
出
発
点
。
ど
う
利

用
す
る
か
、
道
路
を
軸
と
し
て
何
を
創
っ
て
い
く

か-

３
県
経
済
人
に
と
っ
て
は
、
３
月
19
日

が
新
し
い
起
爆
の
日
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

北
関
東
の
横
軸
イ
ン
フ
ラ「
北
関
東
自
動
車
道
」が
、
い
よ
い
よ
３
月
19
日
に

佐
野
田
沼
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
太
田
桐
生
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
が
完
成
！　

待
望
の
全
線
開
通
と
な
り
ま
す
。
こ
の
道
路
が
ど
ん
な
未
来
を
３
県
に
も
た
ら
す
の
か
、

地
域
活
性
化
と
連
携
の
視
点
で
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
る
、

水
戸・
前
橋
そ
し
て
宇
都
宮
の
商
工
会
議
所
会
頭
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

地
域
間
交
流
を
促
進
す
る
道
路
開
通

こ
ん
な
に
短
縮
さ
れ
る
移
動
時
間

交
流
の
歴
史
を
さ
ら
に
深
め
、
連
携
へ

〈
つ
な
が
る
〉道
路
を
使
っ
て
、何
を〈
つ
な
げ
る
〉か

３
月
19
日
全
線
開
通
！

北
関
東
自
動
車
道
で

３
県
連
携
が
新
時
代
へ

北関東道のキャラクター「きたかんつなガー
ルズ」。それぞれの県を代表するコスチュー
ム。栃木はもちろん「いちご」です。
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宇
都
宮
商
工
会
議
所 

会
頭  

北
村 

光
弘

﹁
地
域
ご
と
の
魅
力
作
り
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　 

北
関
東
道
を
活
性
化
の
起
爆
剤
に
﹂

　

北
関
東
道
の
計
画
は
、
も
と
も
と
は
第

四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
（
四
全
総
）
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
四
全
総
は
昭
和

62
（
１
９
８
７
）
年
策
定
で
す
か
ら
、
約

24
年
、
四
半
世
紀
を
か
け
て
よ
う
や
く
実

現
し
た
道
路
だ
と
言
え
ま
す
。

　

栃
木
県
に
と
っ
て
は
、
他
県
と
の
広
域
交
流
を

言
う
前
に
、
ま
ず
県
南
地
域
と
県
央
・
県
北
地

域
が
繋
が
る
こ
と
が
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思

い
ま
す
。
従
来
、
宇
都
宮
市
と
足
利
市
や
佐
野

市
と
は
、
実
際
の
距
離
以
上
に
遠
隔
感
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
足
利
市
は
、
宇

都
宮
市
と
の
移
動
時
間
に

２
時
間
以
上
は
見
る
人
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
同
一
県
内
の
主
要
都

市
同
士
の
移
動
時
間
と
し

て
は
、
少
々
長
い
と
思
い

ま
す
。

　

北
関
東
道
が
全
線
開
通

す
る
と
、
栃
木
県
の
中
に

あ
っ
た
こ
う
し
た
分
離
が

解
消
し
、
県
内
の
地
域
間

交
流
が
促
進
さ
れ
る
と
期

待
で
き
ま
す
。
特
に
観
光

面
で
は
、
県
内
全
域
を
つ

な
ぐ
広
域
観
光
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　

県
内
の
交
流
か
ら
３
県

の
連
携
、
さ
ら
に
は
北
関

東
と
他
地
域
と
の
交
流
へ
、

大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

と
り
わ
け
観
光
面
で
は
、
単
県
単
位
で
行
う

よ
り
、
広
域
で
行
う
方
が
、
例
え
ば
東
京
な
ど

の
大
都
市
や
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
観
光
客
誘
致

に
は
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
で
し
ょ
う
。
地
域
内

に
は
茨
城
空
港
・
常
陸
那
珂
港
と
いっ
た
交
通
物

流
拠
点
施
設
が
あ
り
、
ま
た
群
馬
県
か
ら
関
越

道
に
つ
な
げ
ば
新
潟
港
、
隣
接
す
る
福
島
県
に

は
福
島
空
港
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
北
関

東
３
県
連
携
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
パ
ワ
ー
は
、

大
変
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
高
速
道
路
網
は
、
基
本
的
に
は

東
京
と
地
方
と
を
結
ぶ
も
の
で
し
た
。
東
日
本

に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
交
通
が
東
京
へ
集
中
し

て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
、
高
度
成
長
期
の
日
本
経
済
に
は
、
そ
う

い
う
交
通
網
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
現
在
は
、
縦
も
重
要
だ
が
横
は
そ

れ
以
上
に
重
要
な
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
時
期
に
、
北
関
東

道
が
全
線
開
通
す
る
こ
と
は
、
大
変
大
き
な
意

義
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

北
関
東
３
県
が
、
こ
の
全
線
開
通
を
機
に
連

携
を
深
め
る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
知
名
度
を

上
げ
て
行
く
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
そ
れ
に
は
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

宇都宮商工会議所　北村光弘会頭が語る 「北関東道」

の
特
色
を
把
握
し
、
よ
り
高
め
る
こ
と
が
第
一で

あ
り
、
県
同
士
地
域
同
士
が
切
磋
琢
磨
し
て
成

長
し
合
う
こ
と
が
第
二
、
そ
し
て
３
県
連
携
に
よ

る
他
地
域
と
の
競
争
が
第
三
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
に
は
、
近
年
「
餃
子
」「
カ
ク
テ
ル
」

「
ジ
ャ
ズ
」
な
ど
の
地
域
な
ら
で
は
の
特
色
が
、

い
く
つ
も
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
統
一
ブ
ラ
ン

ド
「
雷
都
物
語
」
も
年
月
を
重
ね
、
地
域
の
お

土
産
品
と
し
て
安
定
し
た
知
名
度
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
リ
フ
ァ
イ
ン
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
観
光
・
産
業
の
資
源
を
開
発
す
る

努
力
を
、
今
後
も
続
け
て
行
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

他
県
か
ら
栃
木
県
に
来
た
方
は
、
よ
く
「
こ

ん
な
に
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
に
、
栃
木
県
の
人

は
あ
ま
り
注
目
し
ま
せ
ん
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
私
た
ち
に
と
って
は
当
た
り
前
の
も
の
で
も
、

別
の
視
線
か
ら
は
大
変
す
ば
ら
し
く
見
え
る
も

の
も
、
多
い
の
で
す
。
そ
う
いっ
た
「
外
か
ら
の

視
線
」
を
で
き
る
だ
け
活
用
す
る
こ
と
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
、
き
っ
と
北
関
東
道

の
全
線
開
通
が
、
プ
ラ
ス
に
働
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

地
域
の
活
性
化
が
、
日
本
全
体
の
再
生
の
鍵

で
す
。
今
回
の
開
通
を
、
そ
の
起
爆
剤
に
で
き

た
ら
、
す
ば
ら
し
い
で
し
ょ
う
ね
。
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知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
、

お
隣
り
の
県
の
魅
力
は
？

茨城・栃木・群馬 「３県のデータ紹介」

●
面
積  

６
４
０
８
・
２
８
k㎡

●
人
口  

２
０
１
万
７
３
２
人

             　
　
　
　
（
平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
）

●
県
の
木  

ト
チ
ノ
キ

●
県
の
花  

ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ

●
県
の
鳥  

オ
オ
ル
リ

●
県
庁
所
在
地  

宇
都
宮
市

●
栃
木
県
の
魅
力 

「
や
す
ら
ぎ
の
栃
木
路
」

　

世
界
遺
産
「
日
光
の
社
寺
」、
幻
想
的
な

奥
日
光
の
湿
原
や
雄
大
な
滝
、
関
東
平
野
を

一
望
す
る
那
須
連
山
の
山
麓
に
広
が
る
ロ
イ
ヤ

ル
リ
ゾ
ー
ト
那
須
高
原
な
ど
、
世
界
に
誇
れ

る
一
大
観
光
拠
点
を
擁
す
る
栃
木
県
。
周
辺

に
は
野
趣
溢
れ
る
温
泉
郷
が
点
在
す
る
ほ
か

豊
富
な
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
あ
り
、
魅
力
満
載

の
エ
リ
ア
で
す
。

●
主
な
名
産
品　

黄
ぶ
な
グ
ッ
ズ
・
レ
モ
ン

牛
乳
と
グ
ッ
ズ
・
日
光
名
物
（
湯
波
料
理
、

揚
げ
ゆ
ば
ま
ん
じ
ゅ
う
、
水
羊
羹
）・
那
須

高
原
の
乳
製
品
・
い
ち
ご　

な
ど

●
公
式
サ
イ
ト　

http://w
w

w
.pref.tochigi.lg.jp/

 

●
面
積  

４
１
６
・
８
４
k㎡

 

●
人
口  

5
1
万
６
９
９
人

             　
　
　
　
（
平
成
22
年
11
月
１
日
現
在
）

 
●
市
の
木  

イ
チ
ョ
ウ

 

●
市
の
花  

サ
ツ
キ

 

●
公
式
サ
イ
ト　

 http://w
w

w
.city.utsunom

iya.tochigi.jp/

 

●
面
積　

６
０
９
５・
６
９
k㎡

 

●
人
口　

２
９
６
万
７
４
０
４
人

                       （
平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
）

 

●
県
の
木　

ウ
メ

 

●
県
の
花　

バ
ラ

 

●
県
の
鳥　

ヒ
バ
リ

 

●
県
庁
所
在
地　

水
戸
市

 

●
茨
城
県
の
魅
力　

   

「
歴
史
・
自
然
・
文
化
が
香
る 

黄
門
さ
ま
の

    

ふ
る
さ
と
、
い
ば
ら
き
」

　

梅
の
名
所
「
偕
楽
園
」
や
太
平
洋
を
望
む
丘

一
面
が
ブ
ル
ー
に
染
ま
る
ひ
た
ち
海
浜
公
園
の「
ネ

モ
フ
ィ
ラ
」、
黄
門
さ
ま
の
ご
隠
居
所
「
西
山
荘
」

や
〈
は
や
ぶ
さ
帰
還
〉
で
盛
り
上
が
る
つ
く
ば
な

ど
、茨
城
に
は
子
ど
も
も
大
人
も
大
満
足
の〈
旬
〉

な
ス
ポ
ッ
ト
が
揃
って
い
ま
す
。

●
主
な
名
産
品　

わ
ら
っ
と
納
豆
・
メ
ロ
ン
・
干

物
・
ほ
し
い
も
・
梅
酒 

な
ど

●
公
式
サ
イ
ト　

http://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

 

●
面
積　

２
１
７
・
４
３
k㎡

 

●
人
口　

２
６
万
６
３
４
６
人

             　
　
　
　
　
　
（
平
成
22
年
9
月
１
日
現
在
）

 

●
市
の
木　

ウ
メ

 

●
市
の
花　

ハ
ギ

 

●
公
式
サ
イ
ト　

 http://w
w

w
.city.m

ito.lg.jp/

 

●
面
積　

６
３
６
３
・
１
６
k㎡

 

●
人
口　

２
０
０
万
７
千
人

         　
　
　
　
　
　

 （
平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
）

 
●
県
の
木　

ク
ロ
マ
ツ

 
●
県
の
花　

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

 

●
県
の
鳥　

ヤ
マ
ド
リ

 

●
県
庁
所
在
地　

前
橋
市

 

●
群
馬
県
の
魅
力　

 　
「
心
に
グ
グ
っ
と
群
馬
県
」

　

関
東
一
の
「
温
泉
大
国
」
群
馬
県
。
自
然
湧

出
量
日
本
一
を
誇
る
名
湯
や
温
泉
フ
ァ
ン
の
聖
地

な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
１
８
０
カ
所
を
超
え

る
温
泉
の
ほ
か
、
２
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
岳
や
渓

谷
・
湿
原
な
ど
変
化
に
富
む
大
自
然
、
世
界
遺

産
登
録
を
目
指
す
「
富
岡
製
糸
場
」
な
ど
、
心

に
グ
グっ
と
く
る
ス
ポ
ッ
ト
が
満
載
で
す
。

 

●
主
な
名
産
品　

獲
れ
た
て
新
鮮
野
菜
・
温　

  

　

 

泉
ま
ん
じ
ゅ
う
・
み
そ
パ
ン
・
温
泉
化
粧
品
・

　

 

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ 

な
ど

 

●
公
式
サ
イ
ト　

     http://w
w

w
.pref.gunm

a.jp/

 

●
面
積　

３
１
１
・
６
４
k㎡

 

●
人
口　

３
３
万
８
０
６
８
人

             　
　
　
　
　
　
（
平
成
22
年
9
月
１
日
現
在
）

 

●
市
の
木　

ケ
ヤ
キ
、
イ
チ
ョ
ウ

 

●
市
の
花　

バ
ラ
、
ツ
ツ
ジ

 

●
公
式
サ
イ
ト　

    http://w
w

w
.city.m

aebashi.gunm
a.jp/

※
参
考
資
料　

各
自
治
体
公
式
サ
イ
ト
、『
北

関
ス
タ
イ
ル
』（
北
関
東
三
県
広
域
観
光
推
進
協

議
会
発
行
）

栃
木
県
デ
ー
タ

宇
都
宮
市
デ
ー
タ

茨
城
県
デ
ー
タ

水
戸
市
デ
ー
タ

群
馬
県
デ
ー
タ

前
橋
市
デ
ー
タ
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前
橋
商
工
会
議
所 

会
頭  

曽
我  

孝
之

　

群
馬
県
は
今
年
の
7
月
か
ら
9
月
に
、

J
R
グ
ル
ー
プ
6
社
と
県
お
よ
び
市
町

村
が
取
り
組
む
、
群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
D
C
）
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、観
光
関
係

は
力
の
入
っ
た
行

事
が
目
白
押
し
で

す
。
群
馬
県
に
は
、

草
津
温
泉
や
伊
香

保
温
泉
な
ど
の
全

国
ブ
ラ
ン
ド
の
温

泉
も
多
く
、
前
橋

市
近
辺
に
は
、あ
の

有
名
な
赤
城
山
も

あ
り
ま
す
。
赤
城

山
は
大
変
に
裾
野

が
広
い
た
め
、ハ
イ

キ
ン
グ
等
の
周
遊

コ
ー
ス
の
設
定
も

多
様
に
で
き
ま
す

し
、
観
光
施
設
も

作
り
や
す
い
の
で

す
。
自
然
だ
け
で

な
く
、
古
墳
時
代

か
ら
中
世
に
か
け

て
の
「
東
国
」
遺
跡
も
多
く
あ
り
、
歴
史
面

で
も
魅
力
的
な
地
域
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
よ
り
広

く
皆
様
に
お
い
で
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
群
馬
Ｄ
Ｃ
の
年
に
北
関

東
道
が
全
線
開
通
す
る
の
は
、
非
常
に
う
れ
し

い
で
す
。

　

私
ど
も
商
工
会
議
所
で
も
観
光
に
は
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
他
県
に
は
無
い
特

色
を
打
ち
出
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
「
医
療
」「
健
康
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
観
光
で
す
ね
。
群
馬
県
内
に
は
数
多
く
の

温
泉
が
あ
り
、
医
療
連
携
観
光
に
適
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、
昨
年
か
ら
群
馬
大
学
医
学
部
附

属
病
院
に
、ガ
ン
を
切
ら
ず
に
治
す
先
進
医
療

「
小
型
重
粒
子
線
治
療
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
病
院
併
設
と
し
て
は
、
日
本
で
初
め

て
で
す
。さ
ま
ざ
ま
な
ガ
ン
治
療
に
対
応
し
た

「
総
本
山
」
と
し
て
、
多
く
の
方
に
来
て
い
た

だ
け
る
特
色
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

栃
木
県
、
茨
城
県
で
も
、
す
で
に
そ
の
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
観
光
戦
略
を
行
っ
て
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
、
各
県
の
特
色

を
横
に
貫
い
て
結
び
つ
け
る
北
関
東
道
の
全
線

開
通
は
、実
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
ね
。

　

従
来
の
高
速
道
路
は
、ほ
と
ん
ど
が
東
京
と

地
方
を
結
ぶ
「
縦
型
」
の
も
の
で
し
た
。
確
か

に
そ
の
恩
恵
は
大
き
な
も
の
で
し
た
が
、
逆
に

各
地
域
が
東
京
に
ば
か
り
向
い
て
し
ま
う
と
い

う
弊
害
も
、あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
北
関
東
道
の
よ
う
な
「
横

型
」
の
高
速
道
路
が
登
場
す
る
こ
と
は
、
新
た

な
経
済
文
化
の
ス
タ
イ
ル
の
創
造
に
も
繋
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

北
関
東
道
は
関
越
道
や
上
信
越
道
へ
と
繋

が
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
東
京
を
通
る
こ
と

な
く
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
繋
が
り
ま
す
。こ
の
こ
と
は
3
県
に
と
っ

て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
。さ
ら
に

は
、
北
関
東
と
他
地
域
の
広
域
的
な
連
携
も
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
盛
ん
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
こ
と
を
契
機
に
北
関
東
道
全
線
開
通

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
広
報
広
聴
活
動
や

会
員
企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
経
営
支
援
な
ど
を

事
業
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
経
営
支
援
で

は
、
金
融
支
援
も
重
要
で
す
が
、
事
業
経
営
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
な
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
全
線
開
通
を
起
爆
剤

に
、一
層
き
め
細
か
な
支
援
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

前橋商工会議所　曽我孝之会頭が語る 「北関東道」 北関東自動車道と地域連携特  集

水
戸
商
工
会
議
所 

会
頭  

和
田  

祐
之
介

﹁
広
い
視
野・思
考
で
、地
域
間
連
携
を

               

促
進
す
る
こ
と
が
、キ
ー
ポ
イ
ン
ト
﹂

　

４
月
に
、
茨
城
県
の
地
方
銀
行
で
あ
る

常
陽
銀
行
が
、
栃
木
県
で
商
談
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
北
関
東
道
が
で
き
た
こ

と
で
、
こ
う
し
た
「
民
間
企
業
に
よ
る
地

域
間
交
流
」
が
促
進
さ
れ
始
め
て
い
る
よ

う
で
す
。
地
域
連
携
は
、
本
来
は
民
間
が

も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
い
く
べ
き
も
の
。
北
関
東

道
は
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

北
関
東
３
県
は
、
地
理
的
に
は
似
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
特
色
は
あ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
自
然
が
豊
か
で
、
農
業
・
工
業
と

も
に
発
達
し
、
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
３
県
が
さ
ま
ざ
ま

に
連
携
を
行
う
こ
と
で
、
大
き
な
効
果
を

発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
北
関
東
道
が

力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
茨
城
県
内
で
の
常
磐
道
へ
の
連
結

や
、
常
陸
那
珂
港
・
茨
城
空
港
と
いっ
た
拠

点
施
設
へ
の
連
絡
な
ど
も
、
私
ど
も
に
と
っ

て
は
「
物
流
の
入
り
口
で
あ
り
、
出
口
」

と
い
う
特
色
を
生
み
出
し
て
く
れ
ま
す
。
で
す

か
ら
、
県
内
経
済
界
が
期
待
す
る
度
合
い
も
、

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

茨
城
県
は
、
県
北
が
日
立
市
・
ひ
た
ち
な
か

市
を
中
心
と
し
た
工
業
地
域
、
県
南
が
つ
く
ば

市
を
中
心
と
し
た
先
端
技
術
研
究
地
域
で
す
。

ま
た
県
西
は
農
作
物
を
首
都
圏
な
ど
に
提
供
し

て
い
る
農
業
地
域
で
あ
り
、
県
央
に
は
水
戸
市

内
の
偕
楽
園
、
弘
道
館
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
文

化
施
設
が
観
光
拠
点
と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
、
重
な
り
合

い
な
が
ら
「
茨
城
県
」
と
い
う
地
域
を
構
成
し

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
地
域
間
交
流
を
促
進
す

れ
ば
、
大
き
な
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
私
ど
も
で
は
今
年
度
に
「
地

域
間
交
流
委
員
会
」
を
設
立
し
、
積
極
的
に
他

地
域
と
交
流
を
図
って
い
き
ま
す
。

　

茨
城
県
は
、
江
戸
時
代
に
有
名
な
徳
川
光
圀

公
や
斉
昭
公
な
ど
の
名
君
が
、
学
問
を
奨
励
し

た
こ
と
で
、
幕
末
に
は
広
い
視
野
を
持
っ
た
思
想

家
を
輩
出
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
文
化
風
土
は

今
で
も
色
濃
く
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ

残
念
な
が
ら
、
昨
今
は
水
戸
、
宇
都
宮
、
前
橋

と
いっ
た
「
点
」
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、「
線
」

「
面
」
と
いっ
た
広
域
・
グ
ロ
ー
バ
ル

な
考
え
方
の
で
き
る
人
が
、
少
な

く
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　

で
す
か
ら
北
関
東
道
の
開
通
を

契
機
に
、
で
き
れ
ば
若
い
人
の
中
か

ら
、
狭
い
地
域
に
収
ま
ら
な
い
広
域

的
思
考
が
で
き
て
、
行
動
力
の
あ

る
人
材
に
登
場
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
し
、
商
工
会
議
所
と
し
て
も

そ
う
いっ
た
方
を
で
き
る
だ
け
支
援

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
戸
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ

ら
に
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、
土
産
物

の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
作
り
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
水
戸
と

言
え
ば
偕
楽
園
で
す
の
で
、
梅
に

ち
な
ん
だ
土
産
品
の
商
品
開
発
も

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

よ
う
や
く
で
き
た
イ
ン
フ
ラ
で
す

か
ら
、
ぜ
ひ
も
っ
と
広
く
活
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
商
工
会

議
所
間
の
連
携
も
、
こ
れ
を
契
機

に
図
って
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

水戸商工会議所　和田祐之介会頭が語る 「北関東道」北関東自動車道と地域連携特  集

﹁
北
関
東
道
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
を
生
か
し
、

                  

群
馬
の
魅
力
発
信
と
広
域
交
流
を
﹂
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